
鞭
議
題
丸
ン
ン
ン
ン
ン
ン

神
奈
川
県
藤
沢
市
の
福
田
尚
氏
か
ら
、
七

八
九
点
の
文
書
が
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
部
分
が
明
治
時
代
以
降
の
文
書
で
す
。

こ
の
中
に
は
、
明
治
時
代
前
半
期
に
芳
賀
郡

柳
林
村

（現
真
岡
市
柳
林
）
で
営
業
し
て
い

た
、
柳
林
農
社
に
関
す
る
文
書
が
多
数
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

柳
林
農
社

（以
下
、
「農
社
」
と
略
称
す
る
）

は
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）

一
月
に
、
渋

沢
栄

一
や
そ
の

一
族
と
、
古
河
市
兵
衛

（明

治
八
年
に
脱
社
）
の
合
計
六
名
の
出
資
者
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
農
業
会
社
で
す
。
渋
沢

栄

一
は
、
第

一
国
立
銀
行
、
王
子
製
紙
会
社
、

東
京
海
上
保
険
会
社
、
日
本
鉄
道
会
社
な
ど

の
設
立
に
関
わ
り
、
明
治
期
の
日
本
資
本
主

義
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
で
す
。
ま
た
、

古
河
市
兵
衛
は
足
尾
銅
山
経
営
な
ど
鉱
山
業

中
心
に
事
業
を
行
い
、
銅
山
王
と
呼
ば
れ
た

人
物
で
す
。
栃
木
県
内
で
は
最
も
早
い
時
期

に
設
立
さ
れ
た
会
社
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。明

治
七
年

一
月
二
五
日
付

「柳
林
農
社
申

合
略
則
」
（
陥
二
一二
ハ
十

一
十

一
）
は
、
農

社
の
設
立
時
に
作
成
さ
れ
た
社
則
と
も
い
え

る
も
の
で
す
。
前
文
と
本
文
二
〇
箇
条
か
ら

な
り
、
前
文
に
は
農
社
設
立
の
趣
旨
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
鬼
怒
川
東
岸
の
地
は
養
蚕
の

適
地
で
あ
る
の
で
、
そ
の

一
角
に
あ
る
柳
林

村
に
土
地
を
購
入
し
、
当
時
の
重
要
産
業
で

あ
っ
た
養
蚕

・
製
茶
業
を
行
い
公
利

。
国
益

に
資
す
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
本
文
第

五
条
で
は
、
社
中
か
ら
農
業

・
養
蚕
に
熟
達

し
て
い
る
者

一
名
を
選
挙
し
支
配
人
と
す

る
、
と
あ
り
ま
す
。
出
資
者
の

一
人
で
あ

っ

た
福
田
彦
四
郎
が
支
配
人
に
選
ば
れ

（写
真

１
）
、
柳
林
村
に
居
住
し
農
社
の
経
営
を
行

い
ま
し
た
。

支
配
人
で
あ
る
福
田
彦
四
郎
が
作
成
し
た

会
計
帳
簿
類
を
中
心
に
農
社
関
係
文
書
を
時

間
を
追

っ
て
見
て
み
る
と
、
農
社
の
廃
業
ま

で
の
推
移
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
社
は
養
蚕

・
蚕
種
業
を
主
と
し
た
経
営

を
行
い
ま
し
た
が
、
蚕
種
の
輸
出
が
不
振
と

な
り
、
期
待
し
た
ほ
ど
の
収
入
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
農
社
は
、
明
治

一
三
年
に
農
家

へ
の
資
金
貸
し
付
け
を
業
務

に
追
加
し
、
貸
金
業
中
心
の
会
社
と
な
り
ま

し
た
が
、
不
況
の
あ
お
り
を
受
け
、
経
営
を

立
て
直
す
こ
と
は
で
き
ず
、
明
治
二
〇
年

一

二
月
に
廃
業
し
ま
し
た
。

農
社
に
関
す
る
文
書
と
し
て
は
、
出
資
者

で
あ
る
渋
沢
栄

一
の
書
簡
も
残

っ
て
い
ま

す
。
写
真
２
は
、
三
月
二
六
日
付
で
福
田
彦

四
郎
に
宛
て
た
渋
沢
栄

一
の
書
簡
で
す
。
年

の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
内
容
か
ら
農
社

設
立
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
農
社

の
開
業
許
可
願
書
類
を
送
る
の
で
早
々
に
栃

木
県
庁

へ
提
出
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
願
書
類

は
早
く
提
出
す
る
は
ず
だ

っ
た
が
調
印
に
手

間
取
り
遅
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
県
令

鋼
島
幹
宛
の
書
状
を
添
え
て
送
る
の
で
鍋
島

邸
に
参
上
し
差
上
げ
て
ほ
し
い
こ
と
、
出
資

者
古
河
市
兵
衛
の
脱
社
に
よ
る
出
資
金
割
戻

金
の
こ
と
等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
農
社
の

開
業
許
可
手
続
き
に
関
し
て
福
田
彦
四
郎
に

細
か
く
指
示
を
出
し
て
お
り
、
渋
沢
栄

一
が

農
社
設
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

柳
林
農
社
関
係
文
書
の
他
に
は
、
明
治
四

三
年
に
防
疫
の
た
め
清
国
天
津
の
日
本
租
界

に
あ

っ
た
軍
病
院
や
共
立
病
院

へ
赴
任
し
た

福
田
三
九
三

（彦
四
郎
の
五
男
）
が
、
東
京

の
家
族
に
宛
て
た
書
簡
が
多
数
あ
り
ま
す
。

明
治
四
三
年
か
ら
大
正
時
代
の
も
の
で
す
。

明
治
四
四
年

一
①
月
に
清
国
で
辛
亥
革
命
が

起
こ
り
ま
す
が
、
天
津
の
外
国
居
留
地
は
「北

京
在
住
支
那
人
の
高
貴
の
家
族
多
数
」
「避

難
し
来
た
る
程
」
安
全
で
、
「小
子
等

ハ
只
々

彼
岸
の
火
事
を
見
る
様
に
安
閑
」
で
あ
る
（陥

二
三
三
十
五
五
）
等
、
現
地
の
様
子
を
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
書
簡
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

（阪
下
　
一承
子
）
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